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資
料
見
聞

　
葬は

ぶ

り
の
大
甕 

－

高
知
市
・
円
満
寺
跡
出
土
の
備
前
大
甕

－

　

高
知
城
の
西
多
聞
の
暗
い
部
屋
に
県
立
歴

史
民
俗
資
料
館
が
開
館
す
る
前
年
の
平
成
２

年
ま
で
備
前
焼
の
大
甕
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
収
蔵
さ
れ
た
資
料
の
あ
る
隣
の
部
屋

は
、
２
人
の
夜
警
の
警
備
さ
ん
が
泊
ま
る
部

屋
で
し
た
。
こ
の
警
備
さ
ん
達
が
、
風
の
あ

る
日
に
は
こ
の
大
甕
が
「
ヒ
ュ
ー
」
と
音
を

た
て
、
気
味
が
悪
い
と
当
時
、
笑
っ
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

  

さ
て
、
こ
の
備
前
焼
の
大
甕
は
ど
こ

か
ら
出
土
し
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
う
も
こ
の
大
甕
、
高
知
城
懐か

い

徳と
く

館か
ん

に
昭
和
56
年
（
一
九
八
一
）
に
展
示
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
事
を
物
語

る
展
示
解
説
の
紙
が
偶
然
に
も
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
「
カ
メ

の
棺
昭
和
三
十
三
年
十
月
九
日
髙
知

市
櫻
馬
場
、
も
と
円
満
寺
跡
墓
地
に

て
發
掘
、
髙
知
城
築
城
奉
行 

百
々
越
前
守

安
行
、
甥
、
百
々
勘
左
衞
門
直
治
妻
堀
氏
」

「
東
海
寺
澤
庵
和
尚
の
姪　

歿
年　

明
暦
元

年
（
一
六
五
五
）
七
月
二
十
五
日
（
昭
和

五
十
六
年
よ
り
三
百
二
十
六
年
前
）
七
十
六

歳
」
と
あ
り
出
土
地
点
に
つ
い
て
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
岡
山
県
立
博
物
館
で
昭
和
54

年
10
月
9
日
～
11
月
4
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
『
特
別
展　

備
前
焼

－

そ
の
流
通
と
時
代

的
特
色

－

』
の
図
録
の
40
頁
に
「
�
大
甕
高

知
市
越え

ち

前ぜ
ん

町
刑
務
所
跡
出
土　

高
知
城
保
管

ｈ
：
1000
（
㎜
）」
と
写
真
付
き
で
す
で
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
図
録
の
「
備
前
焼

の
分
布
と
器
種
」
の
項
に
は
「
備
前
焼
出
土

地
一
覧
表
」
が
掲
載
さ
れ
、
高
知
市
越
前
町

刑
務
所
跡
を
含
む
高
知
県
内
の
主
要
な
出
土

地
と
し
て
38
ヶ
所
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
出
品
目
録
」
を
み
る
と
高
知
市
の

越
前
町
刑
務
所
跡
出
土
大
甕
は
目
録
に
は
み

え
な
い
の
で
出
品
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
他

の
県
内
遺
跡
出
土
の
備
前
焼
も
同
様
で
す
。

　

岡
山
県
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展

は
、
備
前
焼
の
歴
史
と
そ
の
流
通
過
程
の
解

明
に
主
眼
が
置
か
れ
た
展
示
で
、
当
時
注
目

さ
れ
始
め
た
水
中
考
古
学
の
成
果
も
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。
既
に
、
こ
の
時
期
に
高
知
県

と
岡
山
県
立
博
物
館
は
学
術
的
な
交
流
が

あ
っ
た
の
で
す
。

  

さ
て
、
こ
の
大
甕
に
は
も
う
一
つ
展
示
解

説
の
パ
ネ
ル
が
付
随
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
当
時
の
髙
知
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
」
と
題
し

た
発
見
当
時
の
『
髙
知
新
聞
』
の
記
事
の
写

真
を
貼
っ
た
も
の
で
す
。
新
聞
記
事
の
日
付

は
「
昭
和
33
年
10
月
10
日
」
記
事
の
タ
イ
ト

ル
は
「
300
年
前
土
葬
の
カ
メ
を
発
掘
／
高
知

市
／
越
前
守
妻
女
の
棺
？
当
時
の
埋
葬
形
式

裏
づ
け
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

事
を
み
る
と
か
つ
て
は
高
知
刑
務
所
官
舎
の

裏
に
な
る
所
に
墓
標
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、

墓
標
が
あ
っ
た
所
か
ら
大
甕
の
口
縁
部
が
す

で
に
顔
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

発
見
時
は
、
考
古
学
者
で
は
な
く
民
俗
学
者

故
桂
井
和
雄
氏
が
立
ち
会
っ
て
い
た
こ
と
や
、

大
甕
に
埋
葬
さ
れ
た
人
骨
・
櫛
・
盃
・
蓋
と

思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
て
い
た
こ
と
が
写

真
よ
り
わ
か
り
、
既
に
口
縁
部
の
約
1/4
が
割

れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

　

備
前
焼
の
甕
を
棺
に
転
用
し
た
例
は
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
大
甕
は
16
世
紀
末
～
17

世
紀
初
頭
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

か
の
秀
吉
も
備
前
を
好
み
、
自
身
の
埋
葬

用
の
棺
に
備
前
焼
の
甕
を
用
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

高知市桜馬場円満寺跡から
出土した備前焼の大甕(昭和33年)

岡
本　

桂
典
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岡
本　

桂
典

曽
我　

満
子

  

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
岡
山
県
立
博

物
館
と
の
文
化
交
流
事
業
は
、
今
年
で
２
年

目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度

は
当
館
で
「
特
別
展　

刀　

武も
の

士の
ふ

の
魂

－

備

前
の
名
刀
と
土
佐
ゆ
か
り
の
刀
剣

－

」、
岡

山
県
立
博
物
館
で
は
「
坂
本
龍
馬
と
幕
末
の

土
佐
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

本
年
度
は
、
秋
に
「
特
別
展　

備
前
焼

－

薪
と
炎
が
織
り
な
す
土
の
美

－

」
を
開
催
し

ま
す
。
来
年
、
岡
山
県
立
博
物
館
で
は
元
日

よ
り
２
月
16
日
ま
で
「
土
佐
の
水
と
く
ら
し

－

四
万
十
川
の
漁
を
中
心
に

－

」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

備び
ぜ

前ん
の

国く
に

は
山
陽
道
の
一
つ
で
、
現
在
の
岡

山
県
東
南
部
に
あ
た
り
ま
す
。
備
前
国
で
は

平
安
時
代
か
ら
優
れ
た
刀
工
を
輩
出
し
、
刀

は
備
前
物
と
呼
ば
れ
、
重
ん
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
伊
部
で

生
産
が
始
ま
り
、
後
に
各
地
に
流
通
、
生
活

を
支
え
た
も
の
に
備
前
焼
が
あ
り
ま
す
。
備

前
焼
は
、
瀬せ

戸と

や
常と

こ

滑な
め

な
ど
と
と
も
に
六
古

窯
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
茶
器
は
戦
国
武
将

に
も
好
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
備
前
焼
と
い
う
名
称
は
い
つ
頃
か

ら
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
、

室
町
時
代
の
史
料
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
ま

す
。
公
家
の
山や

ま

科し
な

教の
り

言と
き

が
書
い
た
日
記
『
教の

り

言と
き

卿き
ょ
う

記き

』
の
応お

う

永え
い

13
年
（
１
４
０
６
）
の
記

事
に
は
、「
備
前
茶
壺
」
と
み
え
、「
備
前
茶

壺
」
を
二
度
購
入
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
京
都
に
お
い
て
備
前

の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
応
永
24
年
（
１
４
１
７
）
以
降
の
成
立

と
さ
れ
る
『
桂か

つ
ら

川が
わ

地じ

蔵ぞ
う

記き

』
に
は
「
茶
ノ
具

足
者
」と
し
て
、「
香カ

香カ

登ト 

信シ
カ

樂ラ
キ 

瀬
戸
壺
ニ
ハ
」

と
み
え
て
い
ま
す
。「
香
香
登
」
は
「
香か

が

登と

」

の
こ
と
で
、
伊
部
が
香
登
荘
に
位
置
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
備
前
焼
を
香
香
登
（「
か
が

つ
」、「
か
が
ち
」）
と
も
称
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
茶
会
の
日
時
・
場
所
・
道
具
立
て

な
ど
を
記
し
た
茶
会
記
に
「
備
前
」
の
名
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
中
央
で
そ

の
名
が
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

備
前
焼
の
主
要
な
生
産
地
は
、
岡
山
県
東

南
部
に
位
置
す
る
備
前
市
伊い

ん

部べ

で
す
。
こ
の

伊
部
で
生
産
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
別
名
「
伊

部
焼
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
元
の
記
録
に
よ
れ
ば
備
前

と
い
う
名
称
よ
り
、「
伊
部
焼
物
」
と
称
さ

れ
、
こ
の
名
称
が
地
元
岡
山
で
は
長
く
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９
３
０
年
代
後
半
か

ら
１
９
４
０
年
代
に
か
け
て「
備
前
」と「
伊

部
」
の
両
者
が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
に
全
国
的
に
備
前

焼
の
名
称
が
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

備
前
焼
は
、
基
本
的
に
釉
薬
を
用
い
ず
、

焼
き
締
め
の
技
法
を
受
け
継
ぎ
、現
代
に
至
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
備
前
焼
の
生
産
地
に
あ
る

岡
山
県
立
博
物
館
は
、
多
数
の
備
前
焼
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
本
展
で

は
、
岡
山
県
立
博
物
館
他
の
ご
協
力
の
も
と
、

備
前
焼
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
の
優

品
を
左
記
の
４
章
立
て
で
紹
介
し
ま
す
。

◦
第
１
章　
「
日
常
容
器
の
世
界
―
つ
ぼ
・

　
　
　
　
　

か
め
・
す
り
ば
ち
―
」

◦
第
２
章　
「
土
佐
に
来
た
備
前
焼
」

◦
第
３
章　
「
美
と
技
を
求
め
て
―
徳
利
・

　
　
　
　
　

お
茶
・
細
工
―
」

◦
第
４
章　
「
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

　

           （
人
間
国
宝
）
の
作
品
」

  

高
知
で
は
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
備
前
焼
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
備

前
焼
の
特
色
で
あ
る
土
の
味
わ
い
、
炎
が
生

み
出
す
偶
然
の
変
化
、
そ
し
て
機
能
美
も
堪

能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の

特
別
展
で
は
関
連
企
画
（
８
頁
参
照
）
も
用

意
し
て
お
り
ま
す
。　

　

備
前
は
、
摂せ

っ

津つ

・
和い

泉ず
み

・
讃さ

岐ぬ
き

な
ど
と
と

も
に
『
延
喜
式
』
に
も
記
さ
れ
た
須
恵
器
の

貢こ
う

進し
ん

国
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
主
な
生
産
地

は
邑お

久く

郡
に
あ
り
ま
す
。
６
世
紀
か
ら
７
世

紀
に
か
け
て
の
窯
跡
は
瀬
戸
市
牛
窓
町
、
邑

久
町
、
長お

さ

船ふ
ね

町
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
寒さ

ぶ

風か
ぜ

古
窯
跡
群
は
国
史
跡
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
安
時
代
後
期
に
は
、
窯
は
長

船
町
の
東
北
部
に
移
動
し
、
油ゆ

杉す
ぎ

窯
跡
な
ど

で
生
産
が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
平
安
時
代
の

終
わ
り
頃
に
は
、
山
を
一
つ
越
え
た
備
前
市

伊
部
に
築
窯
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

油
杉
窯
跡
か
ら
は
、
須
恵
器
の
双
耳
瓶

（
高
さ
35.8
㎝
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
備
前

焼
の
起
源
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
す
。

（
※
以
下
写
真
説
明
に
所
蔵
者
明
記
の
な
い
も
の
は
、

岡
山
県
立
博
物
館
蔵
で
す
。）　

　

備
前
焼
は
須
恵
器
の
伝
統
を
も
と
に
成
立

備
前
焼 

－

薪
と
炎
が
織
り
な
す
土
の
美

－

特
別
展

平
成
25
年
10
月
19
日（
土
）～
12
月
8
日（
日
）　

会
場
：
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館 

３
階
総
合
展
示
室

須恵器双耳瓶　瀬戸内市油杉窯跡
　平安時代

平
成
25
年
度　

高
知
・
岡
山
文
化
交
流
事
業
Ⅱ   

平
成
25
年
度　

第
63
回
高
知
県
芸
術
祭
共
催
行
事

日
常
容
器
の
世
界

－

つ
ぼ
・
か
め
・
す
り
ば
ち

－

第
１
章
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流
通
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
代
は
海
運
が
発
達
し
て
お
り
、

物
資
輸
送
は
陸
路
だ
け
で
は
な
く
船
を
使
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
物
語
る
よ
う
に

瀬
戸
内
海
で
は
網
に
か
か
っ
た
備
前
焼
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
51

年
（
１
９
７
６
）
秋
に
は
水
中
写
真
家
に
よ

り
海
中
に
沈
む
備
前
焼
が
偶
然
に
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
香
川
県
小
豆
島
の
東

方
約
６
㎞
に
位

置
す
る
岩が

ん

礁し
ょ
う

で

し
た
。
こ
の
発

見
場
所
は
水
ノ

子
岩
海
底
遺
跡

と
呼
ば
れ
、
翌

年
に
調
査
が

行
わ
れ
、
鉢
・

壺
・
甕
類
な
ど

２
１
０
個
体
が

し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
初
期
の
備
前
焼

は
須
恵
器
の
雰
囲
気
を
残
し
て
い
ま
す
。
生

産
さ
れ
た
も
の
は
坏つ

き

、
碗わ

ん

、
鉢
、
壺つ

ぼ

、
甕か

め

、

瓦
な
ど
で
、
鎌
倉
時
代
中
頃
ま
で
は
、
備
前

焼
は
主
に
備
前
国
内
で
流
通
し
て
い
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
後
期
に
は
、
日
常
容
器
の
壺
・

甕
・
擂す

り

鉢ば
ち

を
主
に
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
時
期
の
も
の
は
、
須
恵
器
と
同
様

に
還か

ん

元げ
ん

炎
焼
成
（
途
中
か
ら
酸
素
の
供
給
を

断
っ
て
焼
成
）
の
た
め
、
器
肌
は
灰
色
を
な

し
、
ま
だ
備
前
焼
特
有
の
赤
褐
色
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
の
も
の
に
は
、
口

縁
部
は
軽
く
折
り
返
し
て
丸
く
ふ
く
ら
ま
せ

た
小
さ
な
玉
縁
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

中
世
に
は
、
地
方
で
も
市
が
発
達
し
て
き

ま
す
。
市
で
は
色
々
な
も
の
が
売
買
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
市
の
様
子
を
描
い
た
絵
巻
物
で

有
名
な
も
の
に
『
一
遍
上
人
絵
伝
』
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
に
備
前
福
岡
の
市
の
様
子
を

描
い
た
場
面
が
あ
り
ま
す
。
魚
や
穀
物
が
売

買
さ
れ
、
甕
が
並
ん
で
い
る
様
子
も
み
え
ま

す
。
こ
の
甕
は
備
前
の
甕
と
い
わ
れ
、
そ
の

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
岡
山
県
立

博
物
館
の
収
蔵
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
室
町

時
代
の
は
じ
め
の
頃
、
備
前
焼
を
載
せ
た
船

が
瀬
戸
内
海
を
航
行
中
、
水
ノ
子
岩
で
沈
没

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
引
き
上
げ
ら
れ
た

備
前
焼
に
は
、
貝
殻
な
ど
が
付
着
し
て
い
ま

し
た
。
長
い
眠
り
か
ら
覚
め
、
海
か
ら
引
き

上
げ
ら
れ
た
「
海
上
（
揚
）
り
備
前
」
な
ど

も
展
示
し
ま
す
。

　

備
前
焼
の
中
に
は
年
号
な
ど
を
記
し
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
県
赤あ

か

磐い
わ

市
千
光
寺
の

壺
（
高
さ
62.8
㎝
）
肩
部
に
は
「
石
井
原
山
之

　

橋
本
坊
之　

常
住
物
也　

歳
次　

福
安
元

年
三
月
廿
三
日　

甲
子　

作
者
伊
部
村
之　

釣
井
衛
門
太
郎
（
花
押
）」
と
銘
文
が
あ
り

ま
す
。
石
井
原
山
は
現
在
ご
所
蔵
の
寺
の
山

号
で
す
。「
福
安
」
は
私
年
号
で
、
文
安
元

年
（
１
４
４
４
）
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
年
に
伊
部
村
で
製
作
さ
れ
、
工
人
の
名

も
わ
か
り
ま
す
。

　

仏
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
備
前
焼
花け

瓶び
ょ
う

も
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
は
約
50

～
60
㎝
の
大
き
な
も
の
で
、
口
縁
は
ラ
ッ
パ

状
に
大
き
く
開
き
、
中
国
明
代
の
青
磁
の

花
瓶
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま

す
。
永
正
９
年
（
１
５
１
２
）
と
永
禄
12
年

（
１
５
６
９
）
の
紀
年
銘
を
有
す
る
花
瓶
で

す
。
こ
れ
ら
は
瀬
戸
内
市
静じ

ょ
う

円え
ん

寺じ

に
伝
世

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

南
北
朝
時
代
以
降
、
西
日
本
を
中
心
に
広

範
囲
に
流
通
し
た
備
前
焼
は
、
土
佐
に
も
搬

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
佐
に
搬
入
さ
れ
、
各

地
に
も
た
ら
さ
れ
た
備
前
焼
は
、
発
掘
調
査

な
ど
で
出
土
す
る
資
料
と
民
家
・
神
社
な
ど

に
伝
世
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
土
佐
に
お
け
る
備
前
焼
の
考
古
学

的
な
研
究
は
、
１
９
６
０
年
以
前
に
遡
り
ま

す
。
備
前
焼
の
出
土
す
る
遺
跡
は
、
集
落

跡
・
城
跡
・
墓
・
銭
貨
埋
納
遺
跡
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
備
前
焼
が
人
間
の
生
か

ら
死
後
の
世
界
ま
で
支
え
て
い
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
ま
す
。
最
近
、
唯
一
、
発
掘
調
査
で

確
認
さ
れ
た
銭
貨
埋
納
遺
跡
が
い
の
町
天て

ん

神じ
ん

甕　鎌倉時代

『一遍上人絵伝』巻四（複製・部分）原本　国宝
清浄光寺・歓喜光寺蔵　正安元（1299）年

壺（古備前四耳大壺）
福（文）安元（1444）年銘　

国指定重要文化財　赤磐市千光寺蔵

花瓶（静円寺永正銘備前焼花瓶）
永正九（1512）年銘　岡山県指定重要文化財

瀬戸内市静円寺光明院蔵

土
佐
に
来
た
備
前
焼

第
２
章

擂鉢　水ノ子岩海底遺跡　室町時代
カキの貝殻が付着しています
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う
に
な
り
、
備
前
焼
の
生
産
規
模
が
縮
小
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
主
要
生
産
品

は
土ど

管か
ん

で
し
た
。
備
前
焼
受
難
の
時
代
で
も

創
意
工
夫
で
苦
境
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
備
前
焼
が
再
評
価
を
受
け
る

の
は
昭
和
30
年
代
以
降
で
す
。
昭
和
31
年

（
１
９
５
６
）
に
は
、金か

ね

重し
げ

陶と
う

陽よ
う

（
１
８
９
６

～
１
９
６
７
）
が
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
細
工
物
の
陶
工
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
安
土
・
桃
山
時

代
の
備
前
焼
を
観
察
し
、
試
行
錯
誤
の
末
、

表
情
豊
か
な
桃
山
の
茶
陶
の
再
現
を
行
い
、

「
備
前
焼
中
興
の
祖
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

  

今
回
、
人
間
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

藤
原　

啓
（
１
８
９
９
～
１
９
８
３
）

山
本
陶
秀
（
１
９
０
６
～
１
９
９
４
）

藤
原　

雄
（
１
９
３
２
～
２
０
０
１
）

伊
勢
㟢
淳
（
１
９
３
６
～
）

の
各
作
家
の
作
品
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

溝み
ぞ

田た

遺
跡
の
河
川
流
域
で
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
15
世
紀
代
の
備
前
焼
壺
に
銭
貨

３
９
３
枚
と
土
師
質
土
器
や
ア
ワ
な
ど
が
納

め
ら
れ
、
和
鏡
も
出
土
し
ま
し
た
。
埋
納
銭

の
容
器
と
し
て
備
前
焼
が
用
い
ら
れ
た
出
土

例
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
と
の
県
境
の
標
高
600
～
700
ｍ
に
位

置
す
る
山
間
部
、
い
の
町
本
川
に
は
、
15
世

紀
代
の
甕
な
ど
が
伝
世
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
調
査
で
甕
に
つ
い
た
縄
紐
の
痕
跡
を
確
認

し
、
今
後
そ
の
用
途
が
推
測
で
き
る
可
能
性

が
で
て
き
ま
し
た
。
こ
の
章
で
は
１
頁
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
土
佐
に
も
た
ら
さ
れ
た
備

前
焼
を
紹
介
し
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

日
常
の
容
器
と
し
て
、
重
宝
さ
れ
て
き
た

備
前
焼
で
す
が
、
茶
の
湯
の
影
響
を
受
け
、

新
た
な
展
開
を
み
せ
ま
す
。
侘わ

び
・
寂さ

び
と

い
っ
た
日
本
独
自
の
美
意
識
に
か
な
っ
た
や

き
も
の
と
し
て
茶
陶
に
お
い
て
重
要
な
位
置

を
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
安
土
・
桃

山
時
代
前
後
の
茶
会
記
の
記
録
か
ら
備
前
焼

の
建け

ん

水す
い

、
水み

ず

指さ
し

、
花は

な

生い
け

な
ど
が
度
々
用
い
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
歪ゆ

が

み
、
大
胆
な

造
形
が
、
当
時
の
茶
の
湯
を
リ
ー
ド
し
た
古ふ

る

田た

織お
り

部べ

（
１
５
４
４
～
１
６
１
５
）
の
好
み

を
反
映
し
た
と
も
い
わ
れ
、
こ
の
時
期
の
備

前
焼
の
美
術
史
上
に
お
け
る
価
値
を
高
め
て

い
ま
す
。

  

茶
碗
銘
「
只た

だ

今い
ま

」
は
生
ま
れ
故
郷
の
岡
山

県
へ
帰
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
銘

が
あ
り
ま
す
。
茶
碗
は
側
面
か
ら
み
る
と
わ

か
り
づ
ら
い
で
す
が
、
真
上
か
ら
見
る
と
大

き
く
歪
ん
だ
沓く

っ

茶
碗
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

面
に
は
轆ろ

く
ろ轤

回
転
の
痕
が
残
っ
て
い
ま
す
。

側
面
は
細
か
く
削
っ
て
整
え
た
後
、
檜
垣
模

様
を
付
け
て
お
り
、
手
間
を
か
け
た
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
釉
が
か
か
る
、
表
情

豊
か
な
胴
部
と
光
沢
の
無
い
、
赤
褐
色
の
高

台
か
ら
腰
の
部
分
の
両
者
の
質
感
・
色
調
の

差
異
も
見
所
で
す
。

  

ま
た
、
白
い
器
肌
と
赤
い
筋
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し

い
「
ヒ
ダ
ス

キ
」
の
徳
利
、

「
ボ
タ
モ
チ
」

と
呼
ば
れ
る

黄
色
の
自
然

釉
の
抜
け
が

表
情
を
添
え

て
い
る
手て

鉢ば
ち

・
額が

く

鉢ば
ち

も
器
に
華
や
ぎ
を
与
え
、
見
応
え

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
窯
変
は
、
元
は
作

品
の
窯
詰
め
の
効
率
を
考
え
て
、
重
ね
焼
き

を
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
江
戸
時

代
以
降
は
、
壺
・
甕
・
擂
鉢
に
加
え
て
、
様
々

な
も
の
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
徳
利
や
細
工

物
な
ど
に
そ
の
技
術
を
結
集
し
て
い
き
ま
し

た
。

  　

明
治
時
代
、
藩
の
保
護
を
失
う
と
と
も
に
、

人
々
の
関
心
は
欧
風
文
化
に
向
け
ら
れ
る
よ

伊勢﨑淳　角花生　2009年

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）の
作
品

第
４
章

　

備
前
焼
人
間
国
宝
伊
勢
﨑
淳
先
生
に
は
、今

回
特
別
展
関
連
講
演
会
で
、「
備
前
焼『
そ
の
伝

統
と
創
造
』」と
題
し
、12
月
1
日（
日
）14
時
よ

り
講
演（
先
着
１
０
０
名
、要
予
約
）を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

美
と
技
を
求
め
て

－

徳
利
・
お
茶
・
細
工

－

第
３
章

銭貨などを納めた備前壺
いの町天神溝田遺跡　高知県立埋蔵文化財センター提供

花入（耳付）
安土・桃山時代

茶碗　銘「只今」
安土・桃山時代　岡山後楽園蔵

手鉢　安土・桃山時代
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当
館
は
３
年
間
に
わ
た
り
岡
山
県
立
博
物

館
と
文
化
交
流
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
年
目
の
昨
年
度
は
、
当
館
開
催
の
「
刀

剣
展
」
を
見
学
す
る
た
め
10
月
11
日
に
岡
山

県
博
の
友
の
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
が
お
越
し
く
だ
さ
り
、
当
館
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
の

顔
合
わ
せ
の
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
に
は
、
岡
山
県
博
の
「
龍
馬
展
」

の
龍
馬
の
メ
タ
ル
フ
ィ
ギ
ュ
ア
作
り
の
サ

ポ
ー
ト
に
当
館
の
カ
ル
サ
ポ
が
加
わ
り
ま
し

た
。
他
館
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
し
、
ま
た
、
そ
の

後
の
交
流
会
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
一
堂

感
激
し
て
帰
路
に
着
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

２
年
目
の
今
年
度
は
、
岡
山
県
博
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
「
備
前
焼
展
」
の

展
示
解
説
を
す
る
た
め
11
月
24
日
に
来
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
当
館
の
カ
ル
サ
ポ
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト
が
主
で
す
が
、
来
年

１
月
１
日
か
ら
の
岡
山
県
博
の
「
土
佐
の
水

と
暮
ら
し
展
」
開
催
に
合
わ
せ
て
四
万
十
川

に
つ
い
て
語
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
い
う
ご

意
見
が
打
ち
合
わ
せ
会
で
出
ま
し
た
。
そ
の

た
め
こ
の
間
、
四
万
十
川
へ
現
地
研
修
に
出

掛
け
ま
し
た
。
屋
形
船
で
四
万
十
川
の
柴
漬

け
漁
や
投
網
を
見
学
す
る
際
に
は
、
岡
山
県

博
の
友
の
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

が
合
流
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

岡
山
県
博
と
の
交
流
に
よ
っ
て
カ
ル
サ
ポ

の
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
中
村
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流

最
近
の
収
蔵
資
料
か
ら

　

岡
豊
城
主
・
長
宗
我
部
元
親
は
、
文
学
・
芸
能

に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
和

歌
に
対
し
て
は
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

永
禄
４
年
（
１
５
６
１
）、
岡
豊
城
の
鬼
門
を
守

る
岡お

豊こ
う

別べ
っ

宮く

八
幡
宮
に
三
十
六
歌
仙
の
扁へ

ん

額が
く

を
奉

納
し
て
い
ま
す
。          

　

天
正
16
年
（
１
５
８
８
）
４
月
14
日
、
諸
大
名

と
公
家
を
招
集
し
て
行
わ
れ
た
後ご

陽よ
う

成ぜ
い

天
皇
の
聚じ

ゅ

楽ら
く

第だ
い

行ぎ
ょ
う

幸こ
う

は
、
豊
臣
秀
吉
が
天
皇
の
信
任
を
得

た
「
天
下
人
」
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
喧け

ん

伝で
ん

す
る

た
め
の
一
大
セ
レ
モ
ニ
ー
で
し
た
。

　

そ
の
２
日
後
の
宴う

た
げの

席
で
、
天
皇
や
秀
吉
な
ど

98
名
の
参
加
者
が
和
歌
を
詠よ

み
ま
し
た
が
、
任
官

し
た
ば
か
り
の
元
親
も
そ
の
場
へ
の
列
席
を
許
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
松
の
祝
い
に
詠
み
寄

す
る
」
と
い
う
題
で
詠
ん
だ
の
が
左
の
和
歌
で
す
。

　
　

因
詠
寄
松
祝
和
歌

                  

侍
従
秦※

元
親

   

ゆ
た
か
な
る
ミ
や
こ
の
う
ち
の

   

松
風
に
と
を
つ
し
ま
ね
の

　

な
み
し
つ
か
な
り　

　

本
歌
の
趣
旨
は
、「
豊
臣
が
支
え
る
都
（
天
皇
・

朝
廷
）
の
権
威
に
よ
っ
て
国
内
が
安
定
す
る
」
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
元
親
の
複
雑
な
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、
本
歌
の
署
名
部
に
注

目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
秀
吉
の
推す

い

挙き
ょ

に
よ
り
「（
土
佐
）侍じ

従じ
ゅ
う

」
に
任
官
し
た

と
は
い
え
、
服
属
し
た
ば
か
り
の
元
親

は
、
こ
の
ハ
レ
の
場
で
最
末
席
の
扱
い
。

し
か
も
「
豊
臣
」
姓
も
与
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

時
点
で
の
秀
吉
と
の
距
離
が
感
じ
ら
れ

る
点
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

左
の
資
料
は
、
伏
見
稲
荷
大
社
の
旧

蔵
品
で
、
最
近
当
館
に
収
蔵
さ
れ
ま

し
た
。『
聚じ

ゅ

楽ら
く

行ぎ
ょ
う

幸こ
う

記き

』
諸
大
名
詠
歌

部
分
の
最
末
尾
（
元
親
詠
歌
部
分
）
の

み
を
筆
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

写
本
と
は
い
え
、
和
歌
に
込
め
ら
れ

た
元
親
の
心
情
を
推
察
で
き
る
貴
重
な

資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。　
（
野
本
）

　
長
宗
我
部
元
親
の

　
　
　
　
　
詠よ

ん
だ
和
歌

※秦は長宗我部氏の本姓です。

四万十川の沈下橋を見学
四万十町一斗俵　2013年8月18日

柴漬け漁を見せてくれた川漁師さん
四万十市　四万十大橋付近　2013年8月19日
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学芸員の机から
学
芸
員
の
机
か
ら

「
高
知
の
歴
史
」
を
学
ぶ
楽
し
さ

考
古

歴
史

民
俗

　

私
が
学
生
の
時
か
ら
常
に
紐
解
い
て
い
る
書
の
一
つ
に
昭

和
49
年
（
１
９
７
４
）
8
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
考
古
学

史
』
日
本
歴
史
叢
書
34
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
７
年
10
月
新

装
版
刊
行
）
が
あ
り
ま
す
。
著
者
は
、
日
本
考
古
学
の
最
長

老
で
あ
る
大
正
大
学
名
誉
教
授
の
斎
藤
忠
博
士
で
す
。
そ
の

先
生
が
、
平
成
25
年
７
月
21
日
に
104
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
明
治
41
年
に
北
海
道
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

宮
城
県
仙
台
に
移
ら
れ
、
東
京
帝
國
大
學
を
卒
業
、
東
京
大

学
教
授
、
大
正
大
学
教
授
な
ど
を
勤
め
ら
れ
、
白
寿
を
迎
え

て
か
ら
も
著
書
の
執
筆
な
ど
を
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

斎
藤
先
生
は
、
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）
12
月
に
高
知
大

学
人
文
学
部
の
講
師
と
し
て
考
古
学
概
説
を
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
に
香
美
市
土
佐
山
田
町
龍
河
洞
洞
穴
遺
跡
を

訪
れ
、
石
灰
華
に
包
ま
れ
た
弥
生
土
器
を
み
て
歌
を
詠
ま
れ

て
い
ま
す
。
先
生
に
は
学
生
時
代
か
ら
ご
指
導
頂
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
故
郷
に
も
ど
っ
た
後
も
先
生
の
調
査
に
同
行
さ

せ
て
頂
く
と
い
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
平
成

９
年
（
１
９
９
７
）
７
月
10
・
11
日
（
木
・
金
）
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
時
、
先
生
は
中
国
五
台
山
竹
林
寺
の
研
究
を
さ

れ
て
い
た
時
で
、
調
査
の
た
め
に
四
国
霊
場
第
31
番
札
所
五

台
山
竹
林
寺
の
調
査
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
空
港
か
ら
直
接
竹

林
寺
に
調
査
に
入
ら
れ
、
竹
林
寺
の
ご
住
職
の
ご
協
力
の
も

と
調
査
を
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
も
訪
れ
、
翌
日

は
当
館
で
寺
石
正
路
氏

の
考
古
学
史
関
係
の
資

料
を
閲
覧
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
岡
本
）

　

９
月
１
日
ま
で
開
催
し
て
い
た
企
画
展
「
江
戸
時
代
の
南
国

－

地
域
資
料
に
み
る
人
々
の
く
ら
し

－
」
の
準
備
の
た
め
、
こ

の
数
ヶ
月
、
近
世
文
書
を
集
中
的
に
読
む
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
か
ら
高
知
に
来
た
私
に
と
っ
て
は
、
土
佐
の
近
世

文
書
に
触
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
関
西
で
様
々

な
古
文
書
を
扱
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
不
安
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
い
ざ
読
み
始
め
て
愕が

く

然ぜ
ん

。
面
積
の
単
位
や
身
分
の

呼
称
な
ど
の
慣
習
・
制
度
の
違
い
は
勿
論
、
古
文
書
の
文
章
や

漢
字
の
用
い
方
な
ど
様
々
な
違
い
に
阻
ま
れ
、
全
く
思
う
よ
う

に
読
め
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
一
般
的
に
は
面
積
の
単
位
は
町ち

ょ
う

・
反た

ん

・
畝せ

・
歩ぶ

な

ど
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
土
佐
で
は
畝
の
代
わ
り
に
「
代だ

い

」
が
使

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地じ

下げ

浪ろ
う

人に
ん

や
間も

う

人と

と
い
う
独
特
の
身
分
が

あ
っ
た
り
、
関
所
の
こ
と
を
道み

ち

番ば
ん

所し
ょ

、
宿し

ゅ
く

駅え
き

の
こ
と
を
送お

く
り

番ば
ん

所し
ょ

と
言
っ
た
り
。
庄
屋
に
転
勤
が
あ
る
と
い
う
の
に
も
驚
き
ま
し

た
。
土
地
勘
の
な
さ
も
加
わ
っ
て
、
今
ま
で
の
知
識
と
つ
き
合

わ
せ
な
が
ら
の
こ
の
解
読
作
業
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
驚
き
の
一
部
は
、
展
示
室
内
の
「
こ
う
ち
く
ん
の
こ
れ
っ

て
こ
う
ち
だ
け
!?
」
と
い
う
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
で
学
ぶ
の
は
全
国
的
な

歴
史
で
す
し
、
ず
っ
と
高
知

に
い
る
と
他
の
地
域
と
の
違

い
を
意
識
す
る
こ
と
も
あ
ま

り
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
他
と
の
比
較
を
通
し

て
、
一
般
的
な
歴
史
だ
け
で

な
く
「
高
知
の
歴
史
」
を
学

ぶ
楽
し
さ
を
お
伝
え
で
き
て

い
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
大
黒
）

　

旧
暦
７
月
７
日
に
越
知
町
・
仁
淀
川
町
・
津
野
町
の
七
夕
飾

り
を
み
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
２
日
か
ら
の
企
画
展
「
お
も
ち
ゃ
の
牧ま

き

場ば

－

干
支

の
馬

－

」
で
は
山
﨑
茂
さ
ん
の
寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に

全
国
各
地
の
馬
の
郷
土
玩
具
を
展
示
し
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
岩

手
県
の
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
な
ど
馬
が
登
場
す
る
祭
り
や
行
事

を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
祭
礼
に
は
美
し
い
馬
具
を
身
に
ま
と
っ
た
飾
り
馬
が

登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
七
夕
行
事
に
は
素
朴
な
藁
馬
が
み
ら
れ

ま
す
。
山
﨑
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
高
知
県
の
藁
馬
が
１

点
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
七
夕
行
脚
に
で
か
け
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
の
調
査
成
果
な
ど
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
七
夕
馬
が
飾
ら

れ
る
地
域
を
中
心
に
10
ヶ
所
ほ
ど
訪
ね
ま
し
た
。
津
野
町
織お

り

合あ
い

で
は
地
元
の
有

志
が
復
活
さ
せ

て
40
年
ぶ
り
に

今
年
は
元
の
位

置
に
飾
っ
た
と

い
う
七
夕
馬
に

出
会
い
ま
し
た
。

同
展
で
は
こ
う

し
た
七
夕
馬
を

パ
ネ
ル
に
し
て

ご
覧
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
中
村
）

考
古
学
者
斎
藤
忠た

だ
し

博
士
と
高
知

七
夕
馬
の
里
を
た
ず
ね
て

谷をわたる七夕馬　越知町桐見川　2013年8月13日

中国五台山竹林寺の研究

▲展示室内に設置したパネル
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７
月
１
日
、
東
洋
町
所
有
の
民
俗
資
料
の
共
同
調
査
に
関
す
る
協
定
が
、
東
洋
町
と
高
知
県

立
大
学
文
化
学
部
、
そ
し
て
当
館
の
間
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
以
来
、
県
立
大
と

当
館
は
、
東
洋
町
が
保
管
す
る
約

１
千
点
の
民
俗
資
料
（
民
具
）
の

調
査
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
７
月
13
日
～
15
日
の
３
日

間
、
県
立
大
橋
尾
直
和
教
授
と
学

生
13
名
と
と
も
に
調
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
地
域
の
お
年
寄
り
へ
の

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
民
具
の
使

い
方
を
は
じ
め
、
大
敷
網
や
海
士

漁
、
太
刀
踊
り
や
盆
行
事
等
さ
ま

ざ
ま
な
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　
　
　
　
（
梅
野
）

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
宅
間
一
之
顧
問
が
講
師

を
務
め
る
歴
史
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
の
講
座
テ
ー
マ
は
『
城
』。
毎
回
、
１
０
０
名
近

く
の
受
講
生
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
10
月
か
ら
は
、
３
回
に
わ
た
り
、
高
知
城
の

現
地
学
習
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
引
続
き
、
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
西
野
）

講
座
日
程 

（
６
月
～
９
月
は
終
了
）     

10
月
12
日
（
土
）
※
高
知
城　

現
地
学
習
Ⅰ

11
月
30
日
（
土
）
※
高
知
城　

現
地
学
習
Ⅱ

12
月
14
日
（
土
）
※
高
知
城　

現
地
学
習
Ⅲ

１
月
11
日
（
土
）

　

７
月
27
・
28
日
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
／

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
公
開
講
演
と
学
術
セ

ミ
ナ
ー
「
土
佐
異
界
談
義
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
館
は
奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
し

た
第
２
部
「
山
村
の
宗
教
者
と
呪
術

－

い
ざ
な

ぎ
流
を
考
え
る

－

」　

を
共
催
。
小
池
淳
一
教
授

が
日
本
各
地
の
神
楽
祭
文
に
つ
い
て
、
梅
野
が

物
部
の
妖
怪
伝
承
と
い
ざ
な
ぎ
流
の
呪
術
に
つ

い
て
報
告
し
、
常
光
徹
教
授
を
交
え
て
議
論
し

ま
し
た
。
専
門
的
な
内
容
に
も
関
わ
ら
ず
多
く

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
に
は
京
都
で
陰
陽
道
と
い
ざ
な
ぎ

流
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
予
定
で
す
。（
梅
野
）

　

８
月
18
日
（
日
）
第
３
回
「
岡
豊
山
の
夏
祭
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
岡
豊
地
区
周
辺
住
民
の
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
夏

休
み
も
の
作
り
教
室
」、「
美
味
い
も
ん
屋
台
」、「
昔
な
が
ら
の
縁

日
」
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
県
内
外
約
５
０
０
名
の
お
客
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
職
員
手
作
り
の
お
化
け
屋

敷
は
好
評
で
笑
い
と
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は

毎
年
恒
例
の
、
大
線

香
花
火
大
会
が
行

わ
れ
、
大
人
も
子
ど

も
も
一
緒
に
な
っ

て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。　
（
濱
田
愛
）

れきみんニュース
東
洋
町
・
県
立
大
学
と
協
定
を
締
結
、民
具
調
査
お
お
い
に
進
む

歴
史
講
座  

『
城
』

「
土
佐
異
界
談
義
」

　
　
　
　
盛
会
に
終
わ
る

線
香
花
火
大
会
で
盛
り
上
が
っ
た
夏

川口地区での聞き取り調査

東洋町役場での調印式
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岡
豊
風
日 

（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
） 

第
83
号

平
成
25
年
10
月
１
日

編
集
・
発
行　

(

公
財)

高
知
県
文
化
財
団

　
　
　
　
　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783

－

0044　

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９

－

１

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
８(

８
６
２)

２
２
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８(

８
６
２)

２
１
１
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

年
末
年
始
12
月
27
日
～
１
月
１
日　

　
　
　
　
　

臨
時
休
館
あ
り

観
覧
料　

通
常
期[

常
設
展]

大
人(

18
才
以
上)

　
　
　
　
　

450
円
・
団
体 (

20
人
以
上)

360
円

　
　
　
　
　
〔
特
別
展･

企
画
展
〕常
設
展
示
込
500
円

　
　
　
　
　

団
体(

20
人
以
上)

400
円

無
料
：
高
校
生
以
下
、高
知
県
及
び
高
知
市
長
寿
手

帳
所
持
者
、療
育
手
帳･

身
体
障
害
者
手
帳

･

障
害
者
手
帳･

戦
傷
病
者
手
帳･

被
爆
者

健
康
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者(

１
名)
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Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

平成25年 10月～12月の催し

◦電話等で要予約（先着100名）観覧料要

◦電話等で要予約（先着各100名）観覧料要

岡山県立博物館などが所蔵する備前焼の
優品を３階総合展示室で展示します。ま
た、土佐に流通した備前焼も伝世品・出土
品を中心に紹介します。

山﨑茂さんの郷土玩具コレクションを中心に、干
支にちなんだ馬のおもちゃを展示します。八幡駒
（青森県）やチンチン馬グヮー（沖縄県）など日本
各地の個性的な馬の郷土玩具が勢揃いします。

備前焼 －薪と炎が織りなす土の美－

平成25年度　高知・岡山文化交流事業Ⅱ
平成25年度　第63回高知県芸術祭共催行事

会場：当館３階総合展示室
観覧料：大人500円　無料：高校生以下、
　　　   高知県・高知市長寿手帳所持者

講 演 会

講　座

12月１日(日)　14:00～15:30
　｢備前焼『その伝統と創造』」 講師：備前焼人間国宝 伊勢﨑 淳氏

11月30日(土)13:00～15:00（参加費用：1,000円程度）
　｢備前焼で干支のグッズをつくろう」 講師：協同組合岡山県備前焼陶友会

11月２日(土)　14:00～15:30
　｢備前焼の世界｣  講師：岡山県立博物館学芸員（主任）重

しこ

根
ね

弘和 氏
11月16日(土)　14:00～15:30
　｢土佐国に流通した備前焼について｣
　　　　　　　　  講師：高知県立埋蔵文化財センター　吉成承三 氏

おもちゃの牧場 －干支の馬－
2014年1月2日(木)～３月９日(日)

おひなさま

2013年 
10月19日(土)～12月8日(日)

◦予約不要・観覧料要（講師:担当学芸員）

◦電話等で要予約（先着25名）観覧料要

◦予約不要・観覧券要（講師:担当学芸員）

展示室トーク

岡山県立博物館のボランティアガイドによる説明

展示室トーク

10月26日(土）14:00～15:00　11月9日(土）14:00～15:00

11月24日(日）11:00～、13:30～

1月11日(土)・1月18日(土）いずれも14:00～14:30

2014年 2月2日(日)～3月16日(日）

関 連 行 事

冬期企画展

徳利(蕪形)　
安土・桃山時代　岡山県立博物館蔵

安芸土鈴（高知県）

雛独楽
（福岡県）

土佐和紙雁
がん

皮
ぴ

張り子　童子乗り馬の絵付
　　　　　　　 講師：草流舎のみなさん
（定員30名・参加費要  事前申込み要）
2013年11月23日（祝・土）14:00～15:30

2013年10月10日(木)～10月18日(金)
12月 ９ 日(月)～12月16日(月)

◦３階総合展示室は特別展「備前焼－薪と炎が織りなす土
の美－」展示替えのため上記の期間、閉室いたします。

◦2階長宗我部展示室は、ご覧いただけます。上記期間の
観覧料は250円（大人）です。

３階総合展示室 臨時閉室のお知らせ

2013年11月19日(火)～26日(火)

東京写真月間　　　
　　　2013巡回展

特 別 展

コーナー展

プレ企画

予告

ワクワクワーク

歴民館では学校団体の体験学習やワクワク
ワークなど、さまざまな活動のサポートをして
いただくボランティア「カルチャーサポーター」
を募集しています。ぜひご参加ください。

カルチャーサポーター募集中

ワクワクワーク

昔の遊びを伝えゆう
ガキ大将にかえった
　　ようやねえ

参加者をサポート
するには手前に自
分でやってみるこ
とも大事やね　

障子の上下をさかさま
にして上から貼りゆう
昔の人の知恵には
うんと教えられる


